
ホ
ッ
プ
、ス
テ
ッ
プ
、大
ジ
ャ
ン
プ
で
日
々
成
長
！
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月
号
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所
：
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水
）

：
大
宜
味
小
学
校
多
目
的
室

卯
年
生
ま
れ
の
小
学
生
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
、
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　
私
は
昨
年
九
月
十
一
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
大
宜
味
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
村
民
の
負
託
を
受
け
、

十
月
七
日
か
ら
村
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
三
か
月
弱
の
間
、
来
客
の
対
応
、
就
任
あ
い
さ
つ
、

国
へ
の
要
請
、
そ
し
て
各
種
総
会
へ
の
参
加
等
、
多
忙
な
日
々
で
し
た
。
村
職
員
か
ら
は
役
場
の
様
子
や

今
後
の
展
望
、
課
題
等
を
聞
き
取
り
、
村
の
行
財
政
状
況
を
あ
る
程
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
職
責
の
重
大
さ
と
責
任
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
就
任
後
最
初
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
村
民
と
と
も
に
内
外
に
誇
れ
る
輝
か
し
い
村
づ
く
り
の

た
め
、全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。と
り
わ
け
、

選
挙
公
約
の
実
現
の
た
め
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
三
年
七
月
に
は
本
村
地
域
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
可
能
性
の
実
現
の
た
め
新
し
い
時
代
へ
と
突
入
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
自
然
の
保
全
と

負
荷
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
各
種
事
業
を
展
開
し
、
村
の
活
力
を
図
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
様
々
な
視
点
観
点
か
ら
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
と
教
育
の
充
実
は
未
来
へ
の
大
き
な
投
資
で
も
あ
り
ま
す
。
保
護
者
の

経
済
的
な
負
担
等
を
少
し
で
も
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
大
宜
味
村
ら
し
さ
を
十
分
に
生
か
し
た
、

農
林
水
産
業
、
伝
統
工
芸
の
振
興
、
新
し
い
観
光
形
態
の
構
築
等
、
そ
し
て
何
よ
り
も
村
民
が
暮
ら
し

や
す
い
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
村
民
の
声
を
村
政
に
響
か
せ
る
た
め
真
摯
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
役
場
新
庁
舎
を
建
築
中
で
す
が
、
本
年
五
月
か
ら
は
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
と
な
り
ま
す
、

村
民
に
親
し
ま
れ
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
村
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
実
り
多
い
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
五
年
一
月
一
日

大
宜
味
村
長
　
友
寄 

景
善

PRイベントの様子（西会津町）人権の花「植え付け式」おおぎみこども園運動会
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
村
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
国
外
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
そ
れ
に
伴
う
物
価
高
騰
に
よ
り
、

生
活
環
境
が
悪
化
、
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
安
倍
晋
三
元
首
相
の
銃
撃
事
件
と
い
う
歴
史
的
に
も

悲
し
い
事
件
が
多
々
あ
り
、
世
の
中
が
暗
く
沈
ん
だ
変
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
村
内
で
は
十
一
月
に
行
わ
れ
た
第
五
十
回
當
山
堅
一
杯
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子

代
表
の
部
に
出
場
し
た
大
宜
味
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
、
見
事
優
勝
を
飾
り
、
九
州
ジ
ュ
ニ
ア

選
抜
イ
ド
ア
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
世
界
で
は
、
十
二
月
に
お
け
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
タ
ー
ル

大
会
の
日
本
代
表
の
活
躍
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
政
に
お
い
て
は
、
四
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
、
村
長
・
村
議
選
挙
が
行
わ
れ
九
月
二
八
日
よ
り
議
会

で
は
、
新
た
な
議
員
で
議
会
運
営
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
を
確
認
し
つ
つ
、
大
宜
味
村
議
会
と
し
て
は
、
国
・
県
・

村
の
動
向
に
傾
注
し
、
地
方
自
治
の
伸
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
専
心
努
力
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
大
宜
味
村
の
行
政
機
関
の
中
心
で
あ
る
役
場
庁
舎
が
完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
五
月
の

移
転
に
向
け
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
完
成
後
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
け
る
よ
う
、
村
議
会
と
し
て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

　
ま
た
、
村
議
会
で
は
、
多
く
の
議
案
や
陳
情
等
の
処
理
を
真
摯
に
検
討
し
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
。

私
た
ち
議
会
は
、
村
民
本
意
の
村
政
を
築
く
た
め
、
開
か
れ
た
議
会
、
中
立
で
公
平
・
公
正
に
し
て

円
滑
な
議
会
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
村
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
村
民
各
位
の
一
層
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
一
月
一
日
　
　

大
宜
味
村
議
会
議
長
　 

大
城 

佐
一

大活躍中の大宜味中女子ソフトテニス部こども議会新庁舎建設の様子
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大宜味村夏まつり、3年ぶりに開催！

令和4年11月20日（日）、第40回大青協夏まつり・第30回
大宜味村ふるさと夏まつり（主催：大宜味村夏まつり実行委員
会）が開催されました。
今年は、新型コロナウイルスの影響で8月開催が延期となっ
ており、感染拡大防止のため1日のみの開催となりましたが、
プログラムは例年同様に充実しており、3年分の思いや感動が
詰まった最高の1日となりました。

村観光協会、5団体と締結

6月25日、大宜味村観光協会と愛知県蟹江町観光協会との
相互協力に関する覚書調印式が開催されました。また、7月8
日には石巻観光協会（宮城県）、米沢観光コンベンション協会
（山形県）、子安大温泉協会（秋田県）、サスティナブルコミュ
ニティ共創機構（東京都）と「絆ネットワーク推進協定」が締
結されました。今後は観光推進のための情報共有や人的交流
の促進だけでなく、災害発生時の相互支援も目指していく予定
です。

大宜味村文化財新たに2つ追加
＆大兼久遺跡の緊急発掘調査

大宜味村教育委員会は、大宜味村文化財保護審議会（会
長：前田國男氏）の答申を受け、新たに「津波のビーチロック
（種別：天然記念物）」、「國頭郡大宜味間切各村全圖及び字圖
（種別：有形文化財）」の2件が指定されました。また大宜味村
新庁舎建設に伴う、大兼久遺跡の緊急発掘調査が実施され、
約3300年前（縄文時代後期）のサンゴや土器等が出土し、貴
重な発見となりました。

大宜味村復帰50周年記念事業大宜味村復帰50周年記念事業

6月25日、大宜味村観光協会と愛知県蟹江町観光協会との
相互協力に関する覚書調印式が開催されました。また、7月8
日には石巻観光協会（宮城県）、米沢観光コンベンション協会
（山形県）、子安大温泉協会（秋田県）、サスティナブルコミュ
ニティ共創機構（東京都）と「絆ネットワーク推進協定」が締
結されました。今後は観光推進のための情報共有や人的交流
の促進だけでなく、災害発生時の相互支援も目指していく予定
です。

人間国宝  平良敏子さんの遺した功績
9月、喜如嘉の芭蕉布の第1人者で人間国宝の平良敏子さんが永眠しました。
101歳でした。
人間国宝の平良敏子さんは戦後、無くなりつつあった芭蕉布の復興に尽力し、
その伝統的な製法を絶やすことなく、まさしく丈夫な芭蕉の糸のように現在まで
つないできました。原料となる糸芭蕉の育樹から始まり、糸を積み、染め上げ、布
を織る。その繊細な技術と後世に残すための後継者育成の功績が讃えられ、喜如

嘉の芭蕉布は昭和49年に国の重要
無形文化財に指定、平良敏子さんは
平成12年に人間国宝に認定されま
した。
　また昨年度は敏子さん監修により
織られた着物5着がお披露目され、
その生涯にわたり、喜如嘉の芭蕉布
の伝統や魅力を発信していました。
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9月11日、任期満了に伴う大宜味村
長選挙は、友寄景善氏が当選し、10月
7日付で新村長に就任しました。同日
に開催された、任期満了に伴う大宜味
村議会議員選挙では、11人が立候補
し、新人2人を含む定数10人の議席が
決定しました。

大宜味中ソフトテニス部の快進撃

6月4日～５日、第48回国頭地区中学校総合体育大会ソフトテ
ニス競技が行われました。出場した大宜味中学校女子ソフトテ
ニス部は団体優勝、個人戦においても女子の部は我部・山川ペ
アが優勝、我那覇・高良ペアが準優勝、男子の部においても宮
城・山川ペアが準優勝に輝きました。
また、11月５日～６日に行われた第50回当山堅一杯中学
校ソフトテニス大会では、出場した女子ソフトテニス部が見事
優勝を飾り、九州ジュニア選抜インドア大会への出場を決め
ました。

10月16日、
第59回国頭郡
陸上競技大会
が開催されま
した。30代男
子円盤投では
照屋保志選手が29.75ｍを投げ1位、
50代砲丸投では島袋直選手が9.52ｍ
で1位になり、その他大勢の選手が上
位入賞しました。
また、11月11日、第31回北部地区老
人グラウンドゴルフ大会が開催され、
大宜味区老人会の玉城栄氏が見事、個
人総合優勝に輝きました。

大嶺芹來さん、県外で大活躍！

村内事業者が受賞！

10月29日～31日に栃木県で開催されました第22回全国
障害者スポーツ大会（いちご一会とちぎ大会）において、沖縄
女子代表として参加し、全国3位に輝くなど、大活躍を見せ
ました。それらの功績が評価され、11月18日に行われた第43
回沖縄県青少年育成大会において、善行青少年個人の部で表
彰されました。

「第3回アトラクティブジャパンアワード」（主催：地域ブランディング研究所）で村のNPO法人おおぎみまるごとツー
リズム協会が、「地域アイデンティティ賞」を受賞し、その表彰式が7月22日に開催されました。
10月27日には2022年度泡盛鑑評会の受賞者発表が行われ、古酒の部において村のやんばる酒造（大山原2021ブレ
ンド）が沖縄国税事務所長賞・沖縄県知事賞を受賞しました。また、最も品質の優れた泡盛のブレンド担当者を選ぶ「泡
盛ブレンダー・オブ・ザ・イヤー2022」においても、やんばる酒造の池原文子氏が受賞しました。

せ ら

喜如嘉で巨大ハチの巣発見、
ネットニュースに掲載

その他の出来事
友寄新村長、就任友寄新村長、就任国頭郡体協陸上競技大会

受賞者多数＆玉城氏が
グラウンドゴルフ優勝！

国頭郡体協陸上競技大会
受賞者多数＆玉城氏が
グラウンドゴルフ優勝！
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　12月19日(月)旧塩屋小学校体育館(大宜味ユーティリティーセンター)において、沖縄八景の一つにも選定の暦があり、
山・川・海が連動する風光明媚な景勝地で、塩屋湾のウンガミなど地域の歴史的・文化的価値を有し、地域資源として高いポ
テンシャルを秘めている塩屋湾の今後の利活用について、住民意見交換会が行われました。事業推進を担当する村プロ
ジェクト推進室担当職員から、塩屋湾周辺の資源や関係団体等のヒヤリング調査から見出された塩屋湾における水質の問
題や活用するにあたりガイド等人材不足などの課題、そして導入すべき事業として意見をもらった結果について報告があ
りました。
　また、利活用にあたっての方針として、一つ目に「良好な自然環境の再生・保全と有効活用」、二つ目に「住民が暮らしやす
く、活気を呼び込む利活用」が提案されました。
　その中で、牽引するプロジェクトとして、塩屋湾の利活用には、「再生」という取り組みがポイントとなること、その牽引
プロジェクトして水質調査を行いどのような改善事業を行い、塩屋湾の再生に繋げられるのかが議論されました。
　参加者からも、植物性のせっけん、洗剤を使用し環境にやさしい地域活動を自分たちから行うことが必要であるのでは
ないかなど、また、塩屋湾のウンガミの情報を収集して来訪者に情報を発信できる仕組みもあっていいのではないかなど、
地域でも考えながら、取り組んでいけるところからやっていきましょうと建設的な意見交換の場となりました。現在、塩屋
湾周辺利活用基本構想策定委員会を設置し、基本構想の策定に取り組んでいるところであり、その構想を踏まえて次年度
から個別の基本計画作成及び事業の展開を検討しています。世界自然遺産地域として、やんばる国立公園区域としての方
針である保全と活用、SDGsを意識した地域振興が図られることを期待しています。

　12月16日(金)、大宜味村農村環境改善センターにおいて、大宜味村
「クガニーんちゅプロジェクト」基本計画に関する特別講演会&ワー
クショップが開催されました。
　午前中を第一部、午後を第二部とし、第一部では特別講師として広
島弁護士会所属・国立登山研修所専門調査委員の溝手康史弁護士にガ
イド・引率者の法的責任についてオンラインでご講演頂きました。
　また、第二部では「大宜味ラブ」をテーマに参加者同士でワーク
ショップを行い、来訪者に大宜味村を好きになってもらうを目的に自
由な意見やアイデアを出し合いました。参加者からは「民泊で培った
経験を生かしたい」や「来訪者と地域の人たちと触れ合える場所があ
るとよい」等の意見やアイデアが出されました。

　12月19日(月)旧大宜味小学校体育館におきまして、結の浜地区大型宿泊施設誘致に関する地域説明会(主催:大宜味村)
が行われました。説明会においては、これまでの誘致の経緯や出店協定締結相手のルートインジャパン株式会社が7月26
日の記者発表の場で令和7年度開業を予定して、土地利用に関すること、これまで調整されてきた相互に出し合った条件
面、地域への波及効果や関連事業としての結の浜海浜整備事業について進捗についても説明がありました。大型宿泊施設
の建設にあたって、村民から期待する声や、また、誘致を行うことで村の村民の負担増はないのか、海浜整備を行うことで
塩屋集落に影響はないのかなどの意見がありました。友寄景善大宜味村長から、前村長時代に進められてきたものである
が、行政の継続性とこれまで様々な調整がなされてきたことへの影響も考えつつ、村への効果を期待して事業を進めてい
くことを前提として、今後も村民からの意見や要望などを伺いながら進めていきたいと述べました。

塩屋湾周辺利活用推進基本構想策定に向けた村民意見交換会

大宜味村「クガニーんちゅプロジェクト」基本計画
特別講演会＆ワークショップ・検討会
大宜味村「クガニーんちゅプロジェクト」基本計画
特別講演会＆ワークショップ・検討会

結の浜地区大型宿泊施設誘致に関する地域説明会結の浜地区大型宿泊施設誘致に関する地域説明会

【お問い合わせ先】大宜味村企画観光課 ☎0980-44-3007【お問い合わせ先】大宜味村企画観光課 ☎0980-44-3007

【お問い合わせ先】大宜味村プロジェクト推進室 ☎0980-44-3007

【お問い合わせ先】大宜味村企画観光課 ☎0980-44-3007

期待されている効果
● 雇用創出:約150人
● 単身向け約80人規模の社員寮を企業が整備
 (村から地域分散型を希望)
● 農産物・水産物・特産品の活用連携、販路拡大
● 宿泊者の村内体験プログラム連携 等々

今後の行動予定
● 企業立地促進条例整備(村公有財産で地域指定をし誘致を行う
　場合の土地使用料の減免及び雇用奨励金の交付を検討し議会の
　議決事項 年度内を予定)
● 基本協定書の締結(年度内を予定)
● 普通財産貸付契約(事業用定期借地権設定契約)締結(R5年6月を目途)
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　カメラやマイクを使わず、離れて暮らすお父さんお母さんを「やさしくみまもる」。
おきでん CplusC が沖縄県内の12 市町村と実証試験を行っています。無料体験参加者募集期間が終了間近となりました。
この機会にぜひ試してみませんか？

大宜味村・国頭村・東村・名護市・宜野座村・沖縄市・宜野湾市・浦添市・
那覇市・豊見城市・南城市・八重瀬町在住の 65歳以上の方

2023 年 2月まで

対象者ご家族にてお申込みください。（QRコードから申込できます。）

　すでにマイナンバーカードをお持ちの方を対象に役場住民福祉課窓口にて、
マイナポイントの申請サポートをします。

※マイナポイントの申請対象は令和5年2月末までにマイナンバー
カードの交付申請をされた方に限ります。

　なお、決済サービスによっては支援窓口でのマイナポイント申込みができない場合があり
ます。マイナポイント予約・申込について詳しくは村ホームページに掲載の「マイナポイント
事業について ¦ 大宜味村 (vill.ogimi.okinawa.jp)」を参考にしてください。

顔写真付きの身分証明書（本人確認書類）になります
　運転免許証・運転経歴証・パスポートを持っていない方にとっては、マイナンバーカードが公的な顔写真付身分証明書
になります。マイナンバー（12桁の個人番号）と身分証明書（本人確認）の２つの証明が必要な場合、マイナンバーカー
ド１枚の提示で済むので大変便利です。

健康保険証として使えます
　マイナンバーカードが病院や薬局にかかるときの健康保険証として使えます。健康保険証の切り替えがあった場合でも、
新しく出来てくるまで待つことなく利用できるので、いざという時に安心です。（ただし利用申込が必要）
※健康保険証として使えるのは、窓口にカードリーダーが設置されている医療機関に限ります。

新型コロナワクチン接種証明書（電子版）が取得できます
　マイナンバーカードがあれば、新型コロナワクチン接種証明をスマートフォン上で表示することができます。１５歳未満
のお子様の接種証明は親権者（法定代理人）のスマートフォン上で表示することができます。紙の接種証明書を持ち歩
かずに済むので大変便利です。

マイナンバーカードは「安全・安心」に利用できます
　マイナンバーカードにはいくつものセキュリティ対策がとられています。国が個人情報を一元管理することはありません。

①マイナンバーカード（４桁の暗証番号が必要）
②マイナポイントを申込むキャッシュレス決済サービスの決済手段
　（例：楽天ＥｄｙやＷＡＯＮなどのＩＣカード、専用アプリ など）
　※マイナポイント第２弾の公金受取口座登録で7,500円分のポイント受取りを申込む
ためには、登録する口座の通帳又はキャッシュカードも必要です。

【お問い合わせ先】大宜味村住民福祉課 ☎0980-44-3003

必要なもの

マイナポイントの申請サポート実施中！マイナポイントの申請サポート実施中！

おきでんCplusCやさしいみまもり無料体験参加者募集

メリットいっぱい！マイナンバーカードでできること

対　　象

期　　間

申込方法

【お問い合わせ先】株式会社おきでんCplusC　☎0120-425-065（平日：9：00～17：00）
大宜味村住民福祉課　☎0980-44-3003
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　大宜味村育英会では、村内に住所を有し、大学、短大、専門学校
（高等専門学校含む）等に進学予定の者で、経済的な理由により修
学困難な学生を対象に、令和５年度入学準備金貸付奨学生を次の
とおり募集します。

採用人員　3人程度
貸付金額　30万円(県内・県外同額)
応募資格
(1)大宜味村に住所を有し、現在大学、短大、専門学校等に進
学予定の者で、経済的な理由で修学困難な者。

(2)学業優秀、志操堅固であること。
(3)家計上学資の支出が困難であること。
提出書類
(1)大宜味村育英資金入学準備金申請書
(2)合格証明書
(3)在学証明書(令和5年4月1日以降に発行されたもの)
(4)住民票謄本(続柄入り)
(5)所得証明書(同一生計者全員分)
(6)その他必要な関係書類(村育英会が必要と判断した場合
のみ)

提出書類の受付期間
令和5年1月16日(月)～令和5年2月17日(金)
午前8:30～午後5:15(土、日曜、祝祭日は除く)
応募書類の提出先
大宜味村育英会(大宜味村教育委員会内)
〒905-1306 大宜味村字大宜味1番地
奨学生決定通知
貸与者の選考は、願書等の書類に基づき、村育英会役員会の
審議を経て決定します。(3月中に本人宛通知します。)
その他
月額貸付奨学金(月額3万円)については、4月の募集となり
ます。(申請受付は別途ご案内いたします。)
※その他、詳細については、村教育委員会へお問い合わせ下さい。

　30回目となる大宜味村産業まつりが3年ぶりに開催されるこ
とが決定しました。たくさんの人が楽しめるプログラムやブース
を用意しています。ぜひお越しください。

○新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、会場にお越しの際は
マスクの着用をお願いします。
○当日は会場入口で検温を行います。発熱等の症状がある方（37.5℃以
上）や、新型コロナウイルス感染症（疑いを含む）の方との接触があった
方は、入場することができませんのでご理解のほどよろしくお願いい
たします。
※プログラムの内容は令和4年12月19日時点のものです。内容につい
ては変更する場合がございます。

　新型コロナウイルス感染症による経済への影
響に伴い、大宜味村における地域経済回復の支
援策として、国の補助で新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金を活用させていただき、令和４年度の地
域経済回復支援事業による『地域振興券』を発行しております。
　今年度の『地域振興券』は、全店舗共通券と飲食店専用券とに分
けており、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた、村内
の飲食店舗でも積極的にご使用してもらい、地域経済支援とみな
さまの生活支援の一助としていただきたいと考えております。
　なお、取扱店舗の情報は、各店舗が掲げる登録証・のぼり又は村
ホームページ等でご確認ください。
※現在、一部店舗にて使用中止又は一時停止になっております。
ご理解とご協力のほど、よろしくお願い致します。

2023年1月14日（土）～2023年4月9日（日）
※メイン会場・大宜味村立旧塩屋小学校は、金土日祝のみ開館
無料
大宜味村立旧塩屋小学校（大宜味ユーティリティセ
ンター）/オクマプライベートビーチ＆リゾート/辺
土名商店街/オリエンタルホテル沖縄リゾート＆ス
パ/カヌチャリゾート/名護市民会館前アグー像
大宜味村立旧塩屋小学校（大宜味ユーティリティセ
ンター）
11：00～17：00/金・土・日・祝　開館

使用期限が
迫っているので、
お早めにご使用
ください。

  9 : 4 5
10 : 00
11 : 00
14 : 00
15 : 00
15 : 30
16 : 00
16 : 30
17 : 00

おおぎみこども園エイサー演舞
オープニングセレモニー
アイモコの音楽農園（生放送）
各種表彰
よしもとお笑いライブ
シークヮーサー講演会
喜如嘉小学校獅子舞クラブ
與那嶺眞祐・宮城力也民謡ショー
終了  

10 : 00
11 : 00
11 : 30
12 : 20
12 : 50
13 : 30
14 : 00
14 : 30
15 : 30
16 : 10
17 : 00

テナントPR
わーけーまちや（シークヮーサー音頭） 
民踊同好会
シークヮーサー品評会　表彰
outland family
宮城姉妹（サンバ） 
猿まわし 
接ぎ木講習会
よしもとお笑いライブ
大宜味村特産品セリ体験
終了

　　　　  大宜味村育英会入学準備金
貸付募集についてお知らせ

第30回大宜味村産業まつり
開催のお知らせ

2日目　1月22日（日）2日目　1月22日（日）

1日目　1月21日（土）1日目　1月21日（土）

大宜味村地域経済回復支援事業
「地域振興券」使用期限について

やんばるアートフェスティバル2022-2023

シマを繋ぎ シマに響く

【総合案内】辺土名高校　【司会】カシスオレンジ（よしもと沖縄）

【お問い合わせ先・地域振興券発行】
大宜味村企画観光課　☎0980-44-3007

開催期間：

入　　場：
主な会場：

アクセス：

営業時間：

やんばるアート事務局 ☎098-861-5141
大宜味村企画観光課 ☎0980-44-3007

使用期限  令和５年１月31日（火）

お問い合わせ先

【お問い合わせ先】
大宜味村教育委員会 担当:大嶺   ☎0980-44-3006

１
２
３

４

５

６

７

8

【お問い合わせ先】 大宜味村産業まつり実行委員会
（村産業振興課内） ☎0980-44-3232

令和５年度

開催日時：令和5年1月21日（土）～22日（日）
開催場所：大宜味村塩屋漁港広場
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金
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月

火

水

木
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22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

2月

1月1月 January February

◆大宜味村産業まつり（2日目）

◆区長会

◆大宜味村教育の日　◆（小中）日曜授業参観　◆村学推実践報告会

◆（小中）振替休日（2/5）

◆（中）新入生保護者会

◆元日

◆官公庁仕事始め　◆二十歳の集い

◆区長会

◆3学期始業式　◆村民新春の集い　◆国頭地区消防出初式

◆成人の日

◆わんぱく体験団

◆（小）授業参観・持久走大会　◆健康測定・ジョイビート

◆大宜味村産業まつり（1日目）

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

1月1日～2月10日

村の人口村の人口 11月末現在

※（　）内数は対前月比

男
女
計

1,614
1,436
3,050

人
人
人

(±0)
(－3)
(－3)

世帯数 1,714 世帯（－4）
出生
死亡

2人
4人

6人
7人

転入
転出

令和４年
（2022年） 大宜味村むらづくり応援寄附大宜味村むらづくり応援寄附

11月寄附金分使途内訳 件数 金額
産業の振興に関する事業 
保健 ・福祉の充実に関する事業 
教育・歴史文化の振興に関する事業 
生活環境の整備に関する事業 
大宜味村の豊かな自然環境及び世界自然遺産の保全と活用に関する事業
その他大宜味村を元気にする為に必要な事業 

362件
182件
268件
66件
489件
330件

5,202,000円
2,951,000円
3,414,000円
954,000円
6,877,000円
4,522,000円

11月分 累計
（1～11月）

県内外より本村に
ご寄附頂き心より
感謝申し上げます。

1,697件／23,920,000円 11,900件／167,548,000円

皆さん、ネコは飼養者登録が必要です！
見かけないネコがいた場合は、ご連絡ください。　大宜味村建設環境課   ☎0980-44-3280

1月
生まれ

親川  咲ちゃん（塩屋）親川  咲ちゃん（塩屋）
えみ

祝い
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☆
！
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イ
マ
ス
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け
だ
つ
と
ひ

　

★
！
ル
イ
マ
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在宅介護者家族交流会のご案内
　大宜味村地域包括支援センターでは、下記の日程で在宅で介護を
している家族の方の交流会を開催することになりました。
　日頃介護をされている方のリフレッシュを兼ねたゆんたく会と紙お
むつに関する講話を行います。ご興味ある方は、ぜひご参加ください。
　事前準備のため、参加希望の方は１月２０日までに下記連絡先まで
ご連絡ください。

タンカー
令和４年1月８日生まれ令和４年1月８日生まれ

大宜味村カレンダー

令和５年２月１日 (水 )　午後２時～４時まで
大宜味村役場　つどい室
２時～　おむつの当て方、使い方　講話
３時～　ゆんたく会

日　時
場　所
内　容

大宜味村地域包括支援センター 前田あて
☎0980-44-3011

お問い合わせ先
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　12月8日（木）、大宜味小・中学校体育館にて、令和
4年度「人権の花」開花式（主催：大宜味村）と
第41回中学生人権作文伝達表彰式並びに朗読
発表会（主催：名護人権擁護委員会）が開催され
ました。10月に行った「植え付け式」から大事に
育てた花を地域の方々に贈呈し、人権の旗は次年
度の受託地である伊江村に引き継がれました。
　また、人権作文伝達表彰式では、入賞した7名が
朗読発表を行い、それぞれの人権に対する考え方
や気持ちを述べていました。

P-B10269

この印刷製品は、
環境に配慮した
資材と工場で
製造されています。

人権の花開花式・
人権作文コンクール表彰式

　12月11日（日）、大宜味小・中学校において、大
宜味村本土復帰50周年記念事業「お笑い米軍基
地in大宜味」（主催：大宜味村）が開催されまし
た。事業としてお笑いライブを実施するのは初の
試みであり、会場に到着した参加者は「ちむどんど
ん」させながら開演を待ち望んでいました。
　お笑いライブの他に村民参加型のクイズの催し
もあり、登壇した大人や子ども達は、緊張しながら
も楽しそうにクイズに答えており、会場からは笑い
が絶えないほど賑わっていました。

大宜味村復帰50周年記念事業
お笑い米軍基地 in 大宜味

　11月23日（水）、国頭村民ふれあいセンターに
おいて、世界自然遺産登録1周年記念式典基調
講演及びパネルディスカッション（主催：国頭
村、大宜味村、東村）が開催されました。式典で
は国頭村長をはじめ、多くの関係者が講演を
行っておりました。
　また、パネルディスカッションにおいては、大宜味
村からは市田豊子氏が登壇し、地域と連携した
環境教育や野鳥観察等の取り組みについて話され
ていました。

　11月27日（日）、大宜味村立旧塩屋小学校（大宜味
ユーティリティセンター）にて、CHEF-１グランプリ～
魂の一皿コンテスト～（主催：CHEF-1グランプリ事
務局、放送：関西ローカル、TVer、BSよしもと）が開
催されました。当日は番組の収録も同時の行われ、村
内事業者や村外の観光協会や飲食事業者等がブース
を出店しており、来場者に対し自慢の一皿を提供して
いました。来場者からはどれも美味しかったとの声も
あり、会場は盛り上がりを見せました。

世界自然遺産登録1周年
記念式典

CHEF-1グランプリ
～魂の一皿コンテスト～

村内あれこれ村内あれこれ村内あれこれ


